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概要(ABSTRACT)

RFQ (３ MeV)とＤＩＬの間のビームラインの試案を作った。高周波ビーム
チョッパーとパンチャーを含み、全長3.4mである。

癖

Ion source,灘蕊蕊議,CCL, Magnet, Monitor,蕊毒謹葵雲蕊塞蕊蕊奏婁
灘灘灘蕊Vacuum, Cooling
Con廿ol. Operation, Radiation, Others

高エネルギー物理学研究所KEK



RFQとDTLの間のビームライン試案

891030加藤隆夫

試作したビームラインを図ｌに示す。参考文献１に示したように、全長は約３.4 mである。
途中2mの位置にパンチャーを設置する。RFQの直後に2台のRF deflecting cavityを置く。これらの
空洞に必要な高周波電力は夫々11 kWであり、パルス幅約130 nsecの立ち上がりと立ち下がりの速
いパルス運転を行なう。キックきれたビームとそうでないビームの位相平面上での様子を図２に示
す。図３にマッチングの様子を示す。
参考文献1   T. Kato,PLA-89-3, "Space between RFQ and DTL",

T. Kato, 7th Symposium on Accel. Sci・and Technology, "New design of an RF beam chop
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RFDによる軌道のズレ。Q-mag No. 10の直前の位置。
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